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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 2 8 4 6 1 2 3 3 3 6 2 1 1 0
13 * 0 0 4 8 3 5 2 1 3 4 0 2 1 0
15 * 2 7 1 5 0 0 0 1 5 6 4 1 1 0
17 * 4 9 2 4 1 4 2 3 4 7 3 1 1 0
20 * 0 0 2 2 2 2 1 2 1 3 1 0 0 1
5 0 0 0 5 9 3 5 1 2 3 5 1 1 0 1
8 0 0 1 1 4 1 2 1 0 3 3 2 2 0 0
10 0 0 0 0 0 2 6 0 2 1 3 0 2 0 0
16 0 0 0 2 3 0 0 2 0 1 1 3 0 0 0
18 0 0 1 1 3 2 4 0 0 2 2 0 0 0 0
21 0 0 0 0 0 2 2 0 0 1 1 0 0 0 0
22 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 2 1 3 0
8 26 22 44 17 32 12 14 27 41 16 10 4 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 11 26 3 4 4 4 7 11 3 2 0 0
12 * 0 0 5 9 0 0 5 1 4 5 2 0 2 0
14 * 1 5 3 12 3 5 4 6 3 9 1 1 0 1
17 * 0 4 0 9 1 2 5 1 2 3 0 0 0 0
28 * 0 0 0 0 0 0 5 1 4 5 2 8 4 0
9 0 5 7 5 11 0 0 4 2 2 4 4 4 1 2
10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15 0 0 0 0 2 0 2 1 1 0 1 0 0 0 0
55 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 3 1 4 0
6 16 24 69 7 13 29 16 22 38 12 15 7 3

2014年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach: 中原　直之 -
合　　　計 73

0 -
0 - -

-
-

0 - -
0 -

RATE 37.5%

-

-

34.8% 53.8%
200

0

永嶋 勇太 0 1

21
山下 隼人 0

0

31

- -

刈川 真輔 0 3
野村 悠也 0 9

38

橋本 将弥 25 38

ST MINTO AS

吉田 将伍 25

萩原 大貴 1
田中 啓祐 12

REBOUND３Ｐ BS

新納 洵 10 27

31

龍谷大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 高橋　哲也
合　　　計 85

0 -

200
RATE 30.8% 50.0% 53.1%

0 -
-

岡島 涼平 4 9

土屋 時生 6 15
奥田 遥介

-

北代 一貴 4 14

大和谷 健太 3 26
神原 綾太 2 5

1
松本 澪 0 1

0 - -

13 27

伊田 涼司 8 28

露木 亮輔 2

吉田 健太郎 11 25

安部 瑞基 17 26

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

山野 裕太 15 23

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

２部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2014.09.06
大阪教育大学開始時間 11.00.00

会　　場 島津アリーナ

大阪教育大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点　１ 勝ち点０試合ＮＯ 211

85 73

敗チーム

龍谷大学

男子

戦評
総括、結果的には85-71で大阪教育大学が念願の初勝利を飾った。#6山野や#17安部の活躍が大きく目立ち、試
合展開も終始大教大の後を龍谷大学が追いかけるというようなものであった。龍谷大は一度3点差につめよることは
あったが、大教大の厳しいディフェンスに苦しめられ、それ以降点差が縮まっていくことはなかった。
第1ピリオド、大教大ボールで試合が開始する。早々、大経大の#15伊田がミドルシュートを決め、先制点をとる。それ
に対し龍谷大も、#6の橋本がミドルシュートを決める。試合展開も早く両者一歩も譲らない。大教大の速攻が立て続け
に決まり、11-5で大教大の6点リード、残り6分33秒で龍谷大がすかさずタイムアウトをとる。しかしタイムアウトが終わ
り、大教大#17安部が3Pシュートを決め、さらに点をつきはなす。その後、龍谷大#14の田中のバスケットカウントや3P
シュートで残り2分30秒で差が3点にまで縮まる。しかし大教大#15伊田のシュートが決まり、18-27で差はもとどおりに
なり、大教大リードで第1ピリオドが終了する。
第2ピリオド、龍谷大#9吉田の3Pシュートが決まる。開始5分でトラベリングなどの簡単なミスが続き、点差が変わらな
いまま試合が進んでいく。その後、大教大のディフェンスからの速攻が何本か決まり、試合の流れは大教大のペースと
なる。大教大#15伊田の3Pシュートが決まり、点差が16点差に広がった残り3分5秒のところで龍谷大がタイムアウトをと
る。タイムアウト後、龍谷大#14田中のシュートが決まるも、大教大#17安部の2本連続3Pが決まる。点差はさらにひら
き、27-49で大教大が22点リードで前半を折り返す。
第3ピリオド、両者点が入らない状態が1分間続く。しかし#6山野がバスケットカウントをもらいシュートを決め、後半最
初に点をとるのは大教大となる。その後、龍谷大が7点連続シュートを決め、点差が少し縮まったところで、残り6分13
秒、大教大がタイムアウトをとる。大教大は2-3ゾーンディフェンスとなるが、龍谷大はそれにうまく対応し、点差は12点
にまで縮まる。その後、大教大は2-2-1のオールコートゾーンプレスで点差を離そうとするが、ひらいていくことはなく、
60-48で12点大教大リードで最終ピリオドに突入する。
第4ピリオド、開始4分間点差は変わらず、龍谷大が6分32秒でタイムアウトをとり、流れを変えようとする。しかしタイム
アウト後、#6山野が3Pシュートのバスケットカウントを決め、フリースローもしっかり沈め、4点プレイをとる。それに対抗し
て龍谷大もシュートを決め、点差は変わらないまま残り時間だけが過ぎていく。58-72で残り3分38秒、大教大14点リー
ドの状態で、龍谷大がタイムアウトをとる。しかしその後も試合展開は変わることはなく、龍谷大はファウルゲームをしか
けるが、大教大がフリースローを確実に決め、点差は縮まらない。最終的には85-71で大教大が勝利した。
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